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レポート（重⼒）
に対するコメント

⾵間 卓仁

課題演習DC測地
2016/01/18(⽉)

レポートその① 1

潮汐予測ソフトTIDE4Nで2015年11⽉9⽇の京
都の潮汐重⼒変化を計算する
この潮汐データを⽤いて、理学部1号館内で測

定した相対重⼒値を補正する

測定した重⼒値において潮汐の寄与は⼩さい
各階の重⼒測定値から dg/dz を求めると -3 

μGal/cm から⼤きく離れる  この原因は潮汐
ではなく、やはり建物質量の影響と推測
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レポートその② 2

任意の場所・年⽉⽇における各分潮の潮汐変化
を出⼒し、振幅値の⼤きい分潮ベスト4を探す
上記4つの分潮の⾓周波数(deg/hour) および

周期(hour)を⽰した上で、これらの分潮が発⽣
する要因を述べる

ポイント：TIDE4Nで⽬的の分潮以外のファク
ターを0にすればよい

桜島有村の潮汐に伴う重⼒変動 3

BAYTAP-Gによる潮汐解析結果
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桜島有村の潮汐に伴う重⼒変動 4

BAYTAP-Gによる潮汐解析結果

天球中の天体移動を考える 5

天体の公転：⾓周波数 f
天体の⾚緯変化：⾓周波数 δ
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⽉・太陽の⾓周波数 6

⽉の公転
fm = 14.49 deg/hr, Tm = 24.84 hr

⽉の⾚緯変化
δm = 0.55 deg/hr, tm = 27.32 day

太陽の公転（※本当は地球の⾃転）
fs = 15.00 deg/hr, Ts = 24.00 hr

太陽の⾚緯変化
δs = 0.04 deg/hr, ts = 365.24 day

起潮⼒ポテンシャルの式 7

Hが公転(=f)、δが⾚緯変動の⾓周波数

先述の f や δ の⾜し合わせによって、各分潮
の⾓周波数・周期を説明できる！



2016/1/21

5

第1位：M2（主太陰半⽇周潮） 8

⽉の公転による半⽇周潮
f = 2 * fm = 28.98 deg/hr
T = 12.42 hr

第2位：K1（⽇⽉合成⽇周潮） 9

⽉の公転と⾚緯変動による⽇周潮
f = fm + δm = 15.04 deg/hr
T = 23.93 hr

太陽の公転と⾚緯変動による⽇周潮
f = fs + δs = 15.04 deg/hr
T = 23.93 hr

両⽅とも同じ周期になるので振幅が⼤きくなる
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第3位：O1（主太陰⽇周潮） 10

⽉の公転と⾚緯変動による⽇周潮
f = fm – δm = 13.94 deg/hr
T = 25.82 hr

第4位：S2（主太陽半⽇周潮） 11

太陽の公転による半⽇周潮
f = 2 * fs = 30.00 deg/hr
T = 12.00 hr


